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新型コロナウイルスの拡散防止に係る政府の基礎的対処方針について、 

政府内における遵守徹底を求める意見書の提出について 

 

 

地方自治法第１０９条第６項並びに第７項及び会議規則第１４条第３項の規定に

より、上記の議案を提出する。 

 

 

 

 

理由 

新型コロナウイルスの拡散防止に係る政府の基礎的対処方針について、模範を示す

べき政府の遵守徹底が必要であるため。 

  



新型コロナウイルスの拡散防止に係る政府の基礎的対処方針について、 

政府内における遵守徹底を求める意見書 

 

 

新型コロナウイルスの勢力拡大がとまらない。 

 

政府は、 

・飲食店などに午後８時までの時短営業の徹底を要請 

・午後８時以降の不要不急の外出自粛を求める 

・企業には出勤者の７割削減を目指して、テレワークを呼びかけ 

 

などの基礎的対処方針を発表し、緊急事態宣言も発出した。国民に多大な協力と犠牲

を強いている。 

その一方、国会議員が、大人数で会食をするさまが週刊誌で報じられ、また、緊急

事態宣言が１都３県を対象に発令された１月８日、国会議員の公設秘書らが、和歌山

市内のカラオケバーで飲酒を伴う会食を行い、新型コロナウイルスに感染していたこ

とが、週刊誌報道で発覚した。さらに、別の議員は１月、緊急事態宣言下で不要不急

の外出自粛を求められている午後８時以降に、東京・銀座のクラブを３軒はしごして

訪れていたことがわかった。当人は、「店主から要望や陳情を聞いていた。」とのこと

だが、わざわざ対面でないといけなかったのか甚だ疑問がある。このようなことでは、

国民に示しもつかない。 

 

ついては、新型コロナウイルスの拡散防止に係る政府の基礎的対処方針について、

政府内における遵守徹底をされるよう、本議会として強く要請する。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 
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